
 

筑
豊
本
線
等
の
ワ
ン
マ
ン
列
車

編
成
両
数
の
見
直
し
（
博
多
～
直

方
間
の
４
両
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
実

施
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
計
画

さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
直
方
運
輸

分
会
が
実
施
し
た
ホ
ー
ム
監
視
車

上
装
置
の
不
具
合
調
査
が
功
を
奏

し
、
こ
れ
ま
で
会
社
か
ら
の
提
案

が
見
送
ら
れ
て
い
た
。 

 

中
央
本
部
が
10
月
６
日
に
行
っ

た
申
４
号
「
ワ
ン
マ
ン
運
転
等
に

関
す
る
諸
課
題
の
要
求
申
し
入

れ
」
の
専
門
協
議
会
に
お
い
て
、

会
社
は
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置

の
不
具
合
に
つ
い
て
「
一
部
箇
所

で
電
界
強
度
が
導
入
時
に
比
べ
る

と
低
下
し
て
い
た
た
め
、
電
界
強

度
を
上
げ
た
と
こ
ろ
不
具
合
の
発

生
件
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
」
と

説
明
、
不
具
合
の
発
生
件
数
に
つ

い
て
は
「
月

36

件
→
月

11

件
」

と
し
た
う
え
で
、
不
具
合
が
発
生

し
た
場
合
の
連
絡
体
制
を
整
備

し
、
乗
務
員
、
車
両
、
工
務
で
情

報
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
し

た
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
対
応
が
行

え
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い

た
。 

 

会
社
は
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上
装

置
の
不
具
合
が
減
少
し
た
こ
と
を

最
大
の
理
由
に
、
今
次
施
策
に
つ

い
て
は
実
施
で
き
る
と
の
判
断
に

至
っ
た
模
様
で
あ
る
が
、
一
方

で
、
未
だ
に
不
具
合
が
発
生
し
て

い
る
事
実
を
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
直
方
運
輸
分
会
が
今
年
度
も

粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
不
具
合
調

査
の
結
果
で
も
そ
の
事
実
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
不
安
全
要
素

が
潜
在
し
て
い
る
中
で
の
施
策
実

施
に
つ
い
て
は
断
固
反
対
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
不
具
合

が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

対
策
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
、
停
止
位
置
目
標
の

整
理
に
伴
う
利
便
性
（
サ
ー
ビ

ス
）
の
低
下
や
車
内
秩
序
の
維

持
、
４
両
編
成
列
車
を
ワ
ン
マ
ン

運
転
す
る
こ
と
に
よ
る
精
神
的
負

担
や
曲
線
ホ
ー
ム
の
視
認
性
向
上

等
、
ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置
以
外

に
も
今
次
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。 

 

中
央
本
部
は
、
業
務
速
報
№
５

４
４
で
今
次
施
策
に
つ
い
て
「
当

該
区
間
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
安
全
の
確
保
に
必
要
な
車
上
監

視
モ
ニ
タ
ー
に
不
具
合
が
発
生
し

て
い
る
た
め
、
更
な
る
安
全
体
制

の
確
立
を
求
め
る
こ
と
を

11

月

16
日
の
第
７
回
中
央
執
行
委
員
会

（
臨
時
）
に
お
い
て
確
認
し
、
会

社
か
ら
『
安
全
体
制
の
確
保
の
た

め
に
引
き
続
き
対
策
を
図
っ
て
い

く
』
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
提
案
を
受
け
た
上
で
、
今

後
、
具
体
的
な
改
善
課
題
等
を
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
（
原

文
）
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
何

ら
示
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

中
央
本
部
か
ら
支
部
並
び
に
直
方

運
輸
分
会
に
対
し
て
十
分
な
説
明

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

 
 

 

今
次
施
策
が
会
社
か
ら
提
案
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
直
方
運
輸

分
会
は
12
月
１
日
、
支
部
事
務
所

で
執
行
委
員
会
を
開
き
、
当
面
の

取
り
組
み
と
し
て
、
全
組
合
員
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
、
現
在
組

合
員
の
率
直
な
声
を
中
央
本
部
・

支
部
へ
伝
え
る
べ
く
、
集
約
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

 
 

 

ま
た
、
支
部
も
12
月
７
日
に
開

い
た
第
４
回
執
行
委
員
会
で
、
今

次
施
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

し
、
直
方
運
輸
分
会
と
の
連
携
を

強
化
し
た
う
え
で
、
分
会
の
意
向

を
最
大
限
尊
重
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

 

第
１
回
中
央
本
部
支
部
間
交
流

ゴ
ル
フ
大
会
が
12
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ

内
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
、
組
合
員
や
退
職
者
連
絡
会
の

会
員
な
ど

70

人
が
参
加
し
た
。

（
＝
写
真
上
＝
） 

 

当
日
は
、
筑
豊
支
部
か
ら
も
３

人
の
組
合
員
が
参
加
、
季
節
外
れ

の
小
春
日
和
の
中
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
で
競
技
が
行
わ
れ
、
石
田

佳
久
さ
ん
（
直
方
運
輸
分
会
）
が

準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
た
。 

 

 

 

 

 

中
央
本
部
は
11
月
17
日
、
平
成
28
年
春
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
か
か
わ
る
計
画
概
要
に
つ
い
て
会
社
か
ら
提

案
を
受
け
、
そ
の
中
で
「
筑
豊
本
線
等
の
ワ
ン
マ
ン
列
車
編
成
両
数
の
見
直
し
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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 筑篠鉄事駅連合分会は、11月18日、支部事務所で定

期大会を開き、新年度の運動方針を決定するとともに

新役員体制を確立した。（＝写真下＝） 

 なお、三役体制は以下のとおり。 

 

ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置
の
不
具

合
発
生
件
数
が
大
幅
に
減
少
？ 

ホ
ー
ム
監
視
車
上
装
置
以
外
に
も

課
題
は
山
積
！ 

中
央
本
部
は
、
会
社
か
ら
「安
全

体
制
の
確
保
の
た
め
に
引
き
続

き
対
策
を
図
っ
て
い
く
」と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に

提
案
を
受
け
る 

直
方
運
輸
分
会
は
、
当
面
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一 

役 職 名 氏  名 職  場 

執 行 委 員 長 熊 本   純 直方駅 

執行副委員長 嶺   忠 良 長者原駅 

書 記 長 大 五  章 佳 新飯塚駅 

 

 

筑豊支部２０１６年新春の集い 

＜開催日時＞  

 2016年 １月 ９日(土）13時 

＜開催場所＞  

 直方市労働会館 

  （旧労金直方支店３Ｆ）  

皆さんの参加をお待ちしており

ます 


